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『新時代のインバウンド拡大アクションプラン』の決定について 

  

 

 

 

 

○今回のアクションプランでは、「ビジネス分野」、「教育・研究分野」、「文化

芸術・スポーツ・自然分野」の３つの分野を柱とし、合計約 80 の施策によって、国

際的な人的交流を伴う取組みの深化と掘り起しを図り、インバウンドの着実な拡大

を図ります。 

 

○３月に閣議決定した観光立国推進基本計画とともに、このアクションプランに定

める施策を着実に力強く実施することにより、持続可能な形での観光立国の復活を

実現してまいります。 

 
（添付資料） 

別紙：新時代のインバウンド拡大アクションプラン（概要） 
 
※「新時代のインバウンド拡大アクションプラン」は、以下内閣官房ホームページにおいても公

開しております。 
https://www.kantei.go.jp/jp/singi/kankorikkoku/kaisai.html 

【問い合わせ先】 

観光庁国際観光課 佐藤、藤原、細田、小西 

代表：03-5253-8111（内線 27-402,27-404,27-413,27-436） 

直通：03-5253-8324 

本日、観光立国推進閣僚会議（主宰：内閣総理大臣）の第 20 回会合を開催し、「新

時代のインバウンド拡大アクションプラン」を決定しました。 

これまでの「外国人観光客を呼び込む」という観点から更に視野を広げて、「インバ

ウンド需要をより大きく効果的に根付かせる」方策を取りまとめました。 



新時代のインバウンド拡大アクションプラン 概要

○これまでの「外国人観光客を呼び込む」という観点から更に視野を広げて、インバウンド需要をより大きく効果的に根付かせる方策を検討・取りまとめ
○以下３分野における約80の施策によって、国際的な人的交流を伴う取組の深化と掘り起しにより、インバウンドの着実な拡大を図る

Ⅲ.文化芸術・スポーツ・自然分野(25施策)

文化芸術の国際発信強化とグローバル展開をビジネスの
観点を取り入れつつ戦略的に進めるとともに、スポーツ産業
の拡大に向けてビジネスの視点での施策を展開するほか、
自然体験を楽しむ特色ある取組を全国各地で創出する。

Ⅰ.ビジネス分野(40施策)

１．投資拡大の機会を捉えたビジネス交流の促進
・ビジネス交流拡大にも資する国内投資の拡大や開発拠点の整備[1]
・海外企業経営者層等の招へい・ビジネスマッチング拡大、国内外
のスタートアップ・エコシステムのネットワーク強化等 [1]-[4]

６．産業資源の活用による新たなビジネス交流需要の獲得

２．国際金融センターの我が国における拠点化

７．人的交流の促進
・国際的なリモートワーカー（デジタルノマド）呼び込みのため
のビザ・在留資格などについて本年度中の制度化[36]

・訪日プロモーションにおけるJNTO海外事務所と在外公館の連携
強化[40]

３．外国人に対する粒子線治療等の医療の提供

５．国際会議、国際見本市等の積極的な開催・誘致
・ジャパンモビリティショーや東京クリエイティブサロン等のグ
ローバル化促進によるビジネス交流の拡大[15]

・外資系企業や日本の大手企業等、グローバルに事業展開を行う
企業会議の日本開催の促進 [16]

４．ビジネスマッチング等を通じた海外企業関係者等との交流拡大
・世界的なVC等の招へいイベント開催[7]

・地域に眠るデザイン資源や、企業の倉庫に眠るアート等を
発掘・可視化等を行い、ビジネスインバウンド客向けの延泊・
地方送客のための新市場を創出[31]

モノの流れだけでなくヒトの動きを促すことに注力し、
日本を舞台とするビジネス交流の拡大を図りながら、国際
的なビジネスネットワークの結節点として新たな価値の
創造・発信と世界経済におけるプレゼンス向上を図る。

Ⅱ.教育・研究分野(1３施策)

海外からの研究者の受入れ数を２割増加
（13千人（R1）⇒ 16千人（R7））
科学技術・自然・医療・社会分野等に係る国際会議への
外国人参加者数を２割増加
(155千人（R1）⇒ 186千人（R7））

大学等の研究力の強化、海外の研究拠点の呼び込み、国際
学会の積極的な開催・誘致を図り、日本の大学や研究機関の
レベルアップと国際頭脳循環の推進を図る。留学生の受入れ
促進や教育の国際化により、教育分野の人的交流を促進する。

世界のアート市場における我が国の売上額シェアを
７位に引き上げ

（ランク外（R1） ⇒ ７位（R7））
スポーツ目的の訪日外国人旅行者数を２割増加

（229万人（R1）⇒ 270万人（R7）)

２．スポーツコンテンツビジネスの国際展開・スポーツツーリズムの推進
・バーチャル空間等の先端技術の活用によるスポーツ環境の向上、
スポーツと他産業との連携による事業創出の推進[67]

・プロスポーツ団体によるスポーツイベントを活用した観戦
ツアー・競技体験・交流会等の特別なコンテンツの提供等[68]

・海外の道場と繋ぐオンライン稽古やミニ武道体験等、武道等に
着目したスポーツツーリズムを契機とした地方誘客の促進[69]

３．ナイトタイム等におけるコンテンツの充実
・美術館・博物館の早朝・夜間開館をはじめとした文化資源の
活用、特別な体験の提供[71]

５．少数限定の宿泊体験・体験型コンテンツの提供
・民間提案による国立公園利用の魅力向上に向けた複数国立公園
における具体的事業構想の検討、先端モデル地域の決定[76]

１．海外向けコンテンツビジネスの育成・発展
・個別の作品を超えて作家ごとの海外展開等を行う仲介者への
支援や翻訳家の育成等によるコンテンツの海外展開支援[54]
・官民連携によるトップアーティストの発掘、グローバルレベル
でのキャリアを積む場への参加等の育成支援[56]

・メディア芸術分野振興の中核となる国際拠点整備[57]
・先進的なデジタル技術を活用したコンテンツ創出支援等による
映像コンテンツ産業の海外展開推進・デジタル化[61]

・海外に開かれた文化芸術拠点となる国際的なアートフェアの
誘致等の拡大[62]

４．国際会議・国際見本市等の積極的 な開催・誘致
・世界遺産をはじめとする文化財の抜本的活用の促進[73]

１．グローバル・スタートアップ・キャンパス構想の推進
・海外トップ大学等とも連携した、研究機能とインキュ
ベーション機能を兼ね備えたグローバル拠点の創設[41]

２．世界トップレベルの研究人材の交流促進
・10兆円規模の大学ファンドによる国際卓越研究大学へ
の支援や、地域の中核大学・特定分野の強みを持つ大学
の強化による、研究環境の整備[42][43]

・世界トップレベルの研究水準を誇る国際研究拠点の
形成、国際共同研究に対する戦略的・機動的な支援に
よる、国際頭脳循環の推進[44][46]

４．国際学会の積極的な開催・誘致
・国際卓越研究大学における国際学会開催数等の評価、
海外のトップ研究者との国際共同研究の支援[50]

・国際学会等の開催に向けた支援、関係省庁間の連携[51]
・重要な学会等国際会議の主催者等への助成[53]

３．留学生等の積極的な受入れ
・各国の学生の留学を巡る諸情報の収集・分析、リクルー
ティングや広報の強化、高校生の国際交流の促進、大学
の国際化の推進等により、2033年までに外国人留学生
受入数40万人を実現 [47]-[49]

【観光立国推進基本計画（第４次）の目標】 ①訪日外国人旅行消費額：早期５兆円達成／②訪日外国人旅行者数：2025年までに3200万人（2019年水準）超え

本アクションプランのフォローアップを行い、進捗の点検と取組の一層の充実・強化を図る

ビジネス目的での訪日外国人旅行消費額を２割増加
（7,200億円（R1） ⇒ 8,600億円（R7））
国際会議の開催件数(※教育・研究分野等で行われるものを含む)

・アジアNo.1の開催国として不動の地位,世界5位以内(R12）
展示会・見本市への外国人参加者数を２割増加

（139千人（R1）⇒ 167千人（R7））


